[bookmark: _GoBack]○審判（主審・線審員・得点表示係）について
【試合開始前】
1 主審、線審、得点係等（敗者）はマスクを着用し、手指のアルコール消毒をする。
2 消毒後、本部席（ステージ下）にスコアシートを返却し、次の試合のスコアシートを受け取る。
3 主審は速やかに選手を整列（ショートサービスライン上）、挨拶（握手はしない）をさせる。
【試合開始】
1 　主審は選手の確認、トス（ソーシャルディスタンスを確保）を行って試合を開始する。
2 線審は、指定の合図を行い、アウトのコールはしない
得点板は、試合をよく見て操作すること（主審とのアイコンタクトが重要）。
3 シャトルの交換は、主審の許可を得て、選手が直接筒から取り出し、使用済みのシャトルは回収ボックスに入れる。
4 コート内が汗でぬれた場合は、線審がモップ掛けを行う。また、ゲーム毎と試合終了後にも行う。
5 主審は必ず試合終了時刻を記入する。（連続試合の開始時刻に関わる）
【試合終了】
1 試合終了後、主審は選手を整列させ挨拶を行う（ショートサービスライン上で行い、握手・発声はしない）。
2 挨拶終了後、敗者はスコアシートを本部席に返却する。線審は審判台、線審席、得点板等を消毒する（線審の椅子の下に雑巾，消毒液が用意をしてある）。
3 体育館フロアーを出るときに、もう一度手指のアルコール消毒を行う。


